
皆さま、こんにちは。西野だいすけです。「西野だいすけ通信」をご覧いただき、ありがとうございます。今回は、前回に引き続き、私が政治活動を行う上での基本理念を申し上げます。

ʬ西野だいすけ事務所連絡先ʭ住所：熊本市南区田迎５ʷ１ʷ３０TEL：０９６ʷ３７９ʷ６０７９Email：info@daisukenishino.com URL：http://daisukenishino.com

後援会ご加入のお願い！西野だいすけの政治理念にご賛同いただき、後援会へ加入していただける方を募集しています。西野だいすけの政治活動は、皆さまに支えていただいております。そのことを肝に銘じ、政治活動に邁進してまいります。後援会にご関心のある方は、ご連絡ください。

西野だいすけ通信 第3号（基本理念編②） 平成29年3月改訂

昭和53年生まれ 38歳
熊本生まれ、熊本育ち
熊本高校、東京大学法学部卒業
元財務省主計局主査
国会議員関係政治団体設立（衆議院議員（候補者等））

基 本 理 念

「基本的なインフラ（基盤）」を創る

「チャレンジする人で溢れる社会」を創る

討議資料

熊本の新しい
第3号（基本理念編②）改訂版

力

「輝く熊本」を創る

私、西野だいすけは、以下の3つを柱に据え、政治活動を行ってまいります。今回は、そのうち、二つ目について、申し上げます。

今回はココ

௲立ちしている様子＠出仲間（平成28年9月）国民一人一人が、それぞれの夢や目標、充実した人生に向かって、全力で人生を駆け抜けることができるよう、基本的なインフラ（安心・安全に生活するための基盤）を維持・強化することが、政治が最低限果たすべき役割だと信じます。

「基本的なインフラ」を維持・強化しつつ、その上で、私が目指すべきと考える社会、それは、「チャレンジする人で溢れる社会」です。

熊本のリーダーの一人として、熊本の代表としての国会議員として、「輝く熊本」を創るため、全力で取り組みます。

※西野だいすけ通信創刊号及び第2号も、是非、ご覧ください。



西野だいすけ プロフィール
昭和53年熊本県飽託郡飽田町（現・熊本市南区）生まれ。飽田東保育園卒園、熊本市立城東小学校、同藤園中学校、熊本県立熊本高校、東京大学法学部卒業。平成15年財務省入省。米国コロンビア大学公共政策大学院修了後、大臣官房秘書課課⾧補佐、復興庁参事官補佐、主計局主査などを経て、平成28年4月財務省退官。

「チャレンジする人で溢れる社会」を創る

具体的な方向性

↓支援者の方たちとの懇談会の様子＠和水町（平成28年10月）スポーツや芸能の分野で夢を追い求めることも挑戦。子育てと仕事の両立を目指すことも、脱サラして起業することも挑戦。定年後、社会のためにボランティアの活動を始めることも挑戦です。また、挑戦する人を全力で支えるという挑戦もあるでしょう。どんなことでもいい、自分にとって新たなこと、未だ到達できない場所に向かって一歩を踏み出すこと、それらは全て挑戦だと思います。
理由1：挑戦こそ、国力の源泉資源も乏しく、国土の面でも決して恵まれているとは言えないこの国が、世界有数の経済大国として繁栄を謳歌できているのは、先人たちが、困難に直面し、苦しみもがきながらも、挑戦し続けてきたからに他なりません。挑戦こそが、我が国の国力の源泉であり、唯一の資源であるといっても過言ではありません。
理由2：挑戦こそ、持続可能な社会への道挑戦者が富を産み出してくれることによって、この国の所得が拡大し、教育やセーフティネットが維持・強化され、また、挑戦者が増えるという好循環を産み出すことができます。ひいては、財政再建への道が開けると同時に、持続可能な社会を形成することにつながります。

理由3：挑戦こそ、人生を豊かにする原動力個々人の視点から見ても、チャレンジは重要です。挑戦する人は輝いているし、挑戦することこそが、一人一人の人生を豊かなものにしてくれると信じます。

 挑戦したい人が挑戦しやすい環境を創る

 挑戦したいと思う人を増やす

 挑戦者の参入や自由な発想を阻害する規制を徹底的に見直し
 挑戦涵養的な（挑戦をじっくり生み出していくための）セーフティネットや保証制度のあり方について検討
 海外展開などの新たな試みを奨励

 学校教育を通じて、様々な分野で挑戦した先人たちの人生から学ぶ機会を増やす
 何歳になっても、新たな分野での挑戦ができるよう、大学や大学院での生涯学習を促進 他

←玉名市大俵祭で出会った方と一枚。「わ～、本人ね？西野君に一度、会いたかったったい」と言って、昇り龍の絵を描いて頂きました。


